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はじめにはじめに 製品の特長

殿筋注射モデルⅡは、臀部筋肉注射の実習教材です。

製品の特長

殿筋注射モデルⅡの外観

本製品は、軟質皮膚、穿刺パッド、内部骨格による三層構造です。

実際に近い感触で穿刺を行えます。

実習内容

四分三分法、ホッホシュテッター法、クラークの点による臀部筋肉注射を実習できます。

大転子、上前腸骨棘、上後腸骨棘を刺入部のランドマークとして触診できます。
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ご使用の前にご使用の前に 安全上の注意

安全かつ適切な実習のため、実習前に本章の注意事項および確認事項を確認します。

安全上の注意

21－23Gの注射針が推奨です

⚠ 注意⚠ 注意

注射針は21-23Gを使用してください。

⚠ 注意⚠ 注意

本製品には、水や薬液などの液体を注入しないでください。

使用前の確認

実習前に、穿刺パッドおよび皮膚が正しく装着されていることを確認します。

1. 穿刺パッドが正しい位置で内部骨格に取り付けられ、浮きやずれがないことを確認します。

2. 皮膚が端部まで確実に収まっていることを確認します。
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セット内容と各部の名称セット内容と各部の名称 セット内容

本製品は、組み立てた状態で届けられます。

セット内容

本体の構成部品

内容物内容物 数量数量

本体 1体

本体の構成

本体は、皮膚、穿刺パッド、内部骨格の3つの部品で構成されています。

・ 皮膚

・ 穿刺パッド

・ 内部骨格

穿刺パッドは、中殿筋の穿刺部位を表しています。

穿刺パッドは、針が刺入したときの穿刺感を再現します。
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セット内容と各部の名称セット内容と各部の名称 刺入部のランドマーク

刺入部のランドマーク

内部骨格と刺入部のランドマーク

刺入部のランドマークは、次の3か所です。

・ 大転子

・ 上前腸骨棘

・ 上後腸骨棘
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準備準備 穿刺パッドと皮膚の装着

実習前に、穿刺パッドおよび皮膚を正しく装着します。

穿刺パッドと皮膚の装着

穿刺パッドの装着

1. 穿刺パッドを正しい位置で内部骨格に取り付け、浮きやずれがないことを確認します。

2. 内部骨格に皮膚をかぶせます。

3. 皮膚の端部まで確実に収まっていることを確認します。

準備完了状態

皮膚が端部まで確実に収まったら、準備は完了です。
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実習実習 臀部筋肉注射の実習

大転子、上前腸骨棘、上後腸骨棘を触診し、刺入部を確認して実習を行います。

臀部筋肉注射の実習

実習時の配置

1. 大転子、上前腸骨棘、上後腸骨棘を触診します。

2. 四分三分法、ホッホシュテッター法、またはクラークの点により刺入部を選定します。

3. 選定した刺入部に注射針を刺入します。

⚠ 注意⚠ 注意

針はまっすぐ抜いてください。水や薬液など液体を注入しないでください。

注射針は刺入した方向に沿ってまっすぐ抜きます。
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後片付け後片付け 穿刺パッドの取り外し

使用後は、穿刺パッドを交換する場合の取り外しおよび各部の表面清掃を行います。

穿刺パッドの取り外し

皮膚の取り外し

1. 皮膚を端からゆっくり外します。

2. 穿刺パッドを内部骨格から取り外します。
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後片付け後片付け 表面清掃

表面清掃

表面の清掃

汚れが落ちにくい場合は、水または薄めた中性洗剤を含ませた布で軽く拭き取ります。

保管

変形を避けるため、組み立てて皮膚を被せた状態で保管してください
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取扱注意取扱注意 1. 免責事項

1. 免責事項

項目項目 取扱注意取扱注意

使用目的 本製品は医療教育・実習を目的としています。本来の目的以外には使用しないでくださ
い。

免責事項 本取扱説明書に記載された方法以外での使用による事故や破損について、当社は責任を
負いかねます。

記載内容の変更 本取扱説明書の内容は、予告なく変更されることがあります。

無断転載・複製の
禁止

本書の無断転載・複製を禁じます。

2. 取扱い上のご注意

項目項目 取扱注意取扱注意

丁寧に扱って
ください

本製品および構成品は丁寧に取り扱い、落下や強い衝撃を与えないでください。破損の原因
となります。

保管環境 高温多湿および直射日光を避け、室温で保管してください。

インクの吸収 製品表面にペンなどで書き込んだり、印刷物を直接触れさせたりしないでください。インク
が転写・吸収され、消えなくなることがあります。

汚れたときは 汚れは、水または中性洗剤を含ませた柔らかい布で拭き取ってください。

有機溶剤禁止 シンナーなどの有機溶剤は使用しないでください。

経年変色 経年により製品表面が変色することがありますが、製品の性能には影響ありません。

ご不明な点や修理については、販売店または京都科学までお問い合わせください。
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取扱注意取扱注意 2. 取扱い上のご注意

仕様

項目項目 仕様仕様

製品名 殿筋注射モデルⅡ

型番 MW91

コード 11495-000

製造元 株式会社京都科学

連絡先 www.kyotokagaku.com, rw-kyoto@kyotokagaku.co.jp

本社・工場 〒　612ー8388, 京都市伏見区北寝小屋町１５,　Tel(075)605-2510

東京支店 〒113-0033　東京都文京区本郷三丁目26番6号, NREG本郷三丁目ビル2階, TEL (03) 3817-8071

発行日発行日

2026年11月５日

〇本製品の仕様、外観、構成部品等は、品質向上および改良のため、予告なく変更する場合があります。

11


